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奥
能
登
「
恋
路
駅
」
か
ら
「
幸
福
駅
」
へ 

 
 

 

あ
る
新
聞
で
、
北
海
道
帯
広
市
の
旧
国
鉄
広
尾
線
「
幸
福

駅
」
の
改
築
工
事
が
終
了
し
再
出
発
す
る
と
い
う
記
事
を
目

に
し
た
。
数
年
前
ふ
と
し
た
機
会
が
あ
っ
て
か
つ
て
ブ
ー
ム

と
な
っ
た
駅
舎
に
出
向
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
広
さ
２
０

メ
ー
ト
ル
位
の
古
び
た
駅
舎
の
内
・
外
の
壁
や
天
井
を
問
わ

ず
切
符
、
名
刺
、
写
真
、
チ
ラ
シ
な
ど
が
ま
る
で
お
札
の
よ

う
に
貼
り
尽
く
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
数
限
り
な
い
中
に
、
何
と
〝
奥
能
登
「
恋
路
駅
」
か

ら
「
幸
福
駅
」
へ
〟
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
発
見
し

た
の
で
あ
る
。
名
刺
か
ら
紛
れ
も
な
く
奥
能
登
か
ら
の
来
訪

者
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
と
、
何
と
も
言
え
ぬ
感
慨
を

覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

恋
路
は
小
学
校
の
頃
遠
足
の
目
的
地
で
あ
り
、
一
年
担
任

の
女
先
生
の
嫁
が
れ
た
在
所
な
の
で
少
年
の
頃
か
ら
徒
な
ら

ぬ
縁
の
地
で
あ
っ
た
。
伝
説
的
な
民
話
～
鍋
乃
と
助
三
郎
の

悲
恋
物
語
は
愛
の
妬
み
や
捩
れ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
端
的
に
語
る

の
で
あ
る
が
、
幼
な
心
に
は
二
人
の
純
粋
な
愛
の
美
し
さ
と

強
さ
が
む
し
ろ
憧
憬
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

白
い
岸
壁
、
緑
の
小
島
、
静
か
に
波
打
つ
青
い
海
岸
に
主

人
公
二
人
の
像
・
ハ
ー
ト
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
文
字

通
り
う
る
わ
し
い
恋
路
海
岸
が
そ
こ
に
在
る
。
平
成
１
７
年

（
２
０
０
５
）
に
の
と
鉄
道
能
登
線
の
廃
止
に
よ
り
廃
駅
と

な
っ
た
恋
路
駅
は
平
成
２
５
年
４
月
か
ら
奥
の
と
ト
ロ
ッ
コ

鉄
道
と
し
て
「
の
と
ロ
」
を
旧
恋
路
駅
と
宗
玄
ト
ン
ネ
ル
間

で
開
業
し
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
自
然
と
人
の
知
恵
で
、
祖
先

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
こ
の
素
敵
な
「
恋
路
」
と
い
う
こ
と
ば

に
あ
や
か
り
、
恋
人
の
聖
地
と
し
て
幸
せ
な
福
へ
い
ざ
な
い

た
い
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

(

押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉) 

ＶＯＬ．２4 ２０１４．０4１ 

平成２６年4月発行 

〈
東
京
事
務
所
と
首
都
圏
誘
客
推
進
室
の
皆
さ
ん 

前
列
右

端
が
松
原
所
長
〉 

 

 

東
京
奥
能
登
応
援
団
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。 

 

平
素
は
、
当
地
の
情
報
発
信
に
お
け
る

最
前
線
で
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る
事
に
心

か
ら
お
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
１
１
月
１
日
よ
り
会
頭
を
拝
命
し

て
５
カ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
私
な

り
に
さ
さ
や
か
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、

長
中
期
に
分
類
し
た
外
貨
獲
得
策
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
交
流
人
口
の
拡
大
を

重
点
に
置
き
直
接
的
・
間
接
的
・
相
乗
効

果
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

中
期
的
に
は
、
日
本
三
大
芸
術
祭
の
開

催
に
向
け
て
情
報
収
集
と
勉
強
会
の
実 

施
、
今
年
２
月
に
設
立
し
た
奥
能
登
里
山
里

海
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員
会
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
２
９
年
の
開
催
に
向
け
て
行
政

を
は
じ
め
各
諸
団
体
と
準
備
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
長
期
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
の
強
化
推
進
、
県
内
商
工
会
議
所
、
商
工

会
と
連
携
し
た
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域

の
誘
致
活
動
な
ど
を
提
案
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

来
年
に
は
、
い
よ
い
よ
北
陸
新
幹
線
が
金

沢
ま
で
開
通
い
た
し
ま
す
。
首
都
圏
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
交
通
手
段
の

誕
生
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
能
登
空
港
と
の

併
用
に
よ
り
、
故
郷
が
更
に
近
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
貴
応
援
団
や
東
京
珠
洲

会
、
東
京
事
務
所
、
石
川
県
人
会
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
能
登
の
情
報
を
首

都
圏
の
皆
様
に
広
く
お
届
け
出
来
る
よ
う

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

ご
あ
い
さ
つ 

 

珠
洲
商
工
会
議
所
会
頭 

 

刀
祢 

秀
一 
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樹
齢
３
０
０
年
の
古
木
を
守
る 

 

珠
洲
市
大
谷
町
の
池
上
宝
蔵
さ
ん
（
８
８
）
宅
・
石
川
県
の
天

然
記
念
物 

も
と
も
と
能
登
町
宇
出
津
に
あ
っ
た
も
の
を
、
幕
末

に
先
祖
が
手
に
入
れ
、
船
で
運
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
２
０
年
に
木
の
世
話
を
任
さ
れ
た
宝
蔵
さ
ん
、
以
来
６
０
年
近

く
懸
命
に
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

は
雪
に
弱
く
、
雪
か
ら
守
る
こ
と
に
一
番
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
今
年
か
ら
は
ご
子
息
の
権
八
さ
ん
（
６
３
）
が
東
京
か
ら
帰

郷
し
、
世
話
役
を
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。 

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
迫
る 

 

☆
ふ
る
さ
と
行
事 

 

５
月
４
～
６
日 

ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
金
沢 

 

 
 

「
熱
狂
の
日
」
音
楽
祭
（
金
沢
市
） 

 

５
月
２
・
３
日 

と
も
旗
祭
り
（
能
登
町
小
木
） 

 

５
月
３
・
４
日 

大
谷
川
鯉
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ 

 
 

バ
ル
（
珠
洲
市
大
谷
） 

 

５
月
４
・
５
日 

青
柏
祭
（
七
尾
市
） 

 

５
月
１
２
日 

千
枚
田
田
植
え
（
輪
島
市
） 

 

５
月
２
４
・
２
５
日 

赤
崎
・
苺
一
会
（
能
登
町
） 

 

６
月
６
～
８
日 

百
万
石
ま
つ
り
（
金
沢
市
） 

 

７
月
４
・
５
日 

あ
ば
れ
祭
（
能
登
町
宇
出
津
） 

 

７
月
２
０
日 

恋
路
火
祭
り
（
能
登
町
恋
路
） 

 

７
月
２
０
・
２
１
日 

飯
田
燈
籠
山
祭
り
（
珠
洲 

 
 

市
） 

 

７
月
２
６
日 

松
波
人
形
キ
リ
コ
祭
り
（
能
登
町
） 

 

７
月
２
８
日 

能
登
半
島
最
北
端
の
灯
り
（
珠
洲
市
） 
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写
真
上
は
池
上
家
の

県
指
定
天
然
記
念
物
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、
左
上
は

桜
井
家
、
左
下
は
前
家
の

開
花
風
景
で
す
。 

 

※
注
意 

 

民
間
の
居
住
地
内
が

一
般
に
開
放
さ
れ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
静
穏
を
守

り
な
が
ら
鑑
賞
致
し
ま

し
ょ
う
。 

 

 
深
紅
に
燃
え
る
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
す
。
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
は
、
ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属
の
常

緑
低
木
で
深
紅
色
の
花
び
ら
が
咲
き
ま
す
。
花
び
ら
の
色
や
形
は
地
域
に
よ
っ

て
異
な
り
、
「
谷
を
一
つ
越
え
る
と
違
い
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
満
開
時
期
に

は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
、
個
人
の
庭
な
ど
が

一
定
期
間
公
開
さ
れ
る
活
動
で
す
。 

期
間 

４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬 

珠
洲
市
・
能
登
町
・
輪
島
市
・
穴
水
町
５
５
箇
所 

大谷川鯉のぼりフェスティバルの風景 

中央の舞台を中心に様々な催しが行われる 

２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
拡
大
幹
事
会
開
催 

 
去
る
１
月
２
６
日
（
日
）
千
代
田
区
内
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
に
お
い
て
「
石
川
県
立
飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

拡
大
幹
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、
泉
谷
珠
洲
市
長
、
刀
祢
珠
洲

商
工
会
議
所
会
頭
ら
来
賓
を
含
め
４
０
名
が
参
加
し
た
。 

 

冒
頭
「
最
近
の
世
相
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
表

久
雄
氏
（
前
支
部
長
）
に
よ
る
講
話
が
あ
り
、
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
具
体
例
を
あ
げ
て
『
情
報
社
会
の
中
に
混
入
す
る

嘘
』
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
が
展
開
さ
れ
た
。 

 

懇
親
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
後
輩
や
里
山
海
道

の
無
料
化
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
現
状
な
ど
が

話
題
に
な
っ
た
。 

 

最
後
に
、
谷
辰
夫
支
部
長
か
ら
５
月
の
総
会
開
催
の
要
旨

が
発
表
さ
れ
、
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。 

※
飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
開
催
の
ご
案
内 

 
 

日
時
：
５
月
２
４
日
（
土
）
午
前
１
１
時
３
０
分 

 
 

場
所
：
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門 

３
階
華
の
間 

 
 

 
 

特
別
講
演
、
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
な
ど
を
予
定 

 

珠
洲
商
工
会
議
所
・
今
井
欽
次
前
会
頭
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
関
西
と
東
海
で
相
次
い
で
「
珠
洲
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
過
疎
化
・
少
子
化
問
題
な
ど
に
直
面
す
る
郷
里
に
対
す
る

何
よ
り
も
の
応
援
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
両
会
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
各
地
の
「
珠
洲
会
」
の
相
互
交
流
が
深
ま
っ
て
、
将

来
、
東
京
珠
洲
会
、
当
応
援
団
と
も
合
同
で
「
郷
土
訪
問
旅
行
」
な
ど
が
適

え
ら
れ
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

関
西
、
東
海
で
「
珠
洲
会
」
が
創
設
さ
れ
る
！ 

☆
関
西
珠
洲
会 

昨
年
１
１
月
４
日
大
阪
市
・
大
阪
弥
生
会
館
に
お
い
て
４

２
人
の
参
加
で
関
西
珠
洲
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会

長
に
選
任
さ
れ
た
寺
田
和
彦
氏
（
ノ
ト
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
長
）
が
「
会
員
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
故
郷
の
た
め

に
活
動
を
進
め
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
地
元
か
ら
泉
谷
市
長
、

刀
祢
会
頭
ら
も
参
加
し
、
馬
緤
キ
リ
コ
太
鼓
も
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
披
露
さ
れ
た
。 

 

役
員
（
出
身
地
） 

会
長 

寺
田
和
彦
氏
（
三
崎
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
会
長
兼
事
務
局
長 

北
沢
達
成
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
宝
立
） 

 

連
絡
先 

〒
５
９
７
―
０
０
０
１
大
阪
府
貝
塚
市
近
木
９ 

 

 
 

 
 

 

７
２
―
１ 

グ
ラ
ン
ド
ス
ト
ア
ビ
ル
１
階 

 
 

 
 

 

㈱
ノ
ト
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
内 

 
 

 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２
―
４
４
１
―
４
０
０
８ 

 
 

 
 

携
帯 

０
９
０
（
７
１
０
０
）
９
６
７
４ 

 

☆
東
海
珠
洲
会 

 

２
月
９
日
名
古
屋
市
・
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
約
４
０

人
の
参
加
で
東
海
珠
洲
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
長

に
選
任
さ
れ
た
吉
野
修
進
氏
（
吉
野
修
進
税
理
士
事
務
所
）

が
「
し
っ
か
り
と
活
動
に
取
り
組
み
、
故
郷
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
た
い
」
と
抱
負
を
意
欲
的
に
語
っ
た
。
地
元
か
ら
泉

谷
市
長
、
刀
祢
会
頭
ら
も
参
加
し
祝
辞
を
述
べ
た
。 

役
員
（
出
身
地
） 

会
長 

吉
野
修
進
氏
（
東
山
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
会
長 

砂
山
幸
雄
氏
（
飯
田
） 

 

 

連
絡
先 

幹
事
・
矢
黒
憲
昭
氏
（
折
戸
） 

 

〒
５
０
９
―
０
２
６
１ 

岐
阜
県
可
児
市
虹
ケ
丘
３
―
３
９ 

 
 

 
 

 
 

 

携
帯 

０
９
０
（
４
８
５
９
）
７
５
２
２ 
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飯田高校同窓会東京支部幹事の皆さん 

３ 

 

☆
七
尾
鹿
島
珠
洲
会 

 

２
月
２
日
七
尾
市
・
番
伊
に
お
い
て
、
２
８
人
の
参
加
で
第
３

８
回
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。 

地
元
か
ら
泉
谷
市
長
も
参
加
し
、
珠
洲
市
の
近
況
と
今
後
の
取
組

な
ど
を
述
べ
た
。
例
年
の
よ
う
に
兄
弟
姉
妹
か
親
戚
の
よ
う
な
和

や
か
な
雰
囲
気
で
懇
親
と
な
り
、
七
尾
ま
だ
ら
で
盛
り
上
が
っ
た
。 

会
長 

前
山
正
一
氏
（
大
谷
）
、
副
会
長 

神
戸
宏
和
氏
（
野
々

江
）
、
幹
事 

川
口
嘉
夫
氏
（
大
谷
） 

 

連
絡
先 

〒
９
２
６
―
０
０
１
２
石
川
県
七
尾
市
万
行
町
２
４
部

３
６
―
１ 

川
口
嘉
夫
様
電
話 

０
７
６
７
―
５
３
―
０
０
１
４ 
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レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中 

丼
選
手
権
出
場
結
果 

 

本
年
１
月
１
０
日
か
ら
１
９
日
ま
で
、
後
楽
園
東
京 

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
の
全 

国
ご
当
地
丼
選
手
権
に
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
（
上
戸
町
） 

の
香
箱
カ
ニ
丼
が
、
前
回
５
位
の
シ
ー
ド
枠
で
出
場
。

石
川
県
の
“
力
！
”
が
好
評
を
博
し
た
も
の
の
残
念 

な
が
ら
９
位
で
入
賞
を
逸
し
ま
し
た
。
皆
様
応
援
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
知
ら
せ
と
御
礼 

 

 
 

 

珠
洲
が
舞
台
の
映
画
二
題 

 

珠
洲
を
舞
台
に
し
た
映
画
が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
つ
は
、
折
戸
町
木
ノ
浦
海
岸
を
モ
デ
ル
に
し
た
劇
場
映

画
『
さ
い
は
て
に
て
～
や
さ
し
い
香
り
と
待
ち
な
が
ら

～
』
で
す
。
台
湾
の
女
性
監
督
姜
秀
瓊
さ
ん
が
メ
ガ
ホ
ン

を
と
り
、
美
し
い
珠
洲
の
自
然
を
背
景
に
女
性
や
家
族
の

絆
を
描
く
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
舞
台
と
な
る
ロ
ケ
地
は
珠

洲
市
内
で
、
地
元
の
方
々
も
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
す
る
な

ど
撮
影
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
珠
洲
市
、
北
國
新
聞
社
な

ど
に
よ
る
製
作
委
員
会
方
式
で
東
映
が
今
年
の
冬
公
開

を
目
指
し
て
製
作
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
一
献

の
系
譜
―
能
登
杜
氏
の
い
と
な
み
ー
』
で
す
。
監
督
は
、

２
０
１
１
年
に
珠
洲
の
塩
づ
く
り
に
励
む
人
々
の
姿
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ひ
と
に
ぎ
り
の
塩
』

を
全
国
公
開
し
た
石
井
か
ほ
り
監
督
で
す
。
石
井
監
督
は

２
作
続
け
て
能
登
を
舞
台
に
選
ん
で
い
ま
す
。
今
作
で
は

日
本
四
大
杜
氏
の
一
つ
と
さ
れ
る
能
登
杜
氏
の
命
を
懸

け
た
酒
づ
く
り
の
姿
に
迫
る
と
と
も
に
、
能
登
の
風
土
の

温
か
さ
と
精
神
性
が
描
か
れ
る
予
定
で
す
。
２
０
１
５
年

春
先
の
完
成
を
目
指
し
撮
影
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

頑
張
る
奥
能
登
人 

船
本
洋
治
（
雅
号
芳
雲
）
氏
（
鎌
倉
市
在
住
・
珠
洲
市
宝
立
町
出
身
） 

 
 

１
９
４
２
（
昭
和
１
７
）
年 

樺
太
生
ま
れ 

 
 

１
９
６
１
（
昭
和
３
６
）
年 

飯
田
高
校
卒
業 

 
 

 
 

 
 

 

㈱
不
二
出
版
、
書
燈
社
理
事
長
を
経
て
現
顧
問 

 
 

２
０
０
３
（
平
成
１
５
）
年 

毎
日
書
道
顕
彰
芸
術
部
門
賞 

 
 

 
 

 
 

 

第
６
５
回
毎
日
書
道
展
で
最
高
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞 

 

毎
日
書
道
会
理
事
・
全
日
本
書
道
連
盟
監
事
・
日
本
詩
文
書
作
家
協
会

会
長 

 

☆
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 

 

私
の
書
は
、
漢
字
か
な
交
じ
り
書
と
い
う
部
門
で
す
。 

 
 

 

だ
か
ら
誰
に
で
も
読
め
て
親
し
め
る
も
の
で
す
。 

 
 

 

本
来
、
書
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
一
作
一
作
そ
の
内
容
と 

 
 

 

書
表
現
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

私
の
故
郷
、
ま
た
皆
さ
ん
の
故
郷
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
で 

 
 

 

し
ょ
う
。 

 

○
４
月
３
日
（
木
）
～
８
日
（
火
） 

横
浜
そ
ご
う
６ 

 

 

階 

船
本
芳
雲
書
展 

―
沁
み
い
る
故
郷
― 

 

飯
田
高
校
同
窓
会
有
志
な
ど
に
よ
る
書
展
鑑
賞
会 

 
 

４
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
そ
ご
う
美
術
館
集
合 

 
 

 

午
後
５
時
、
見
附
島
の
壁
画
の
あ
る
居
酒
屋
・ 

 
 

 

ご
っ
つ
あ
ん
（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）
に
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

懇
親
会
（
会
費
５
０
０
０
円
） 

 

○
４
月
２
７
日
（
日
）
１
３
：
０
０
―
所
沢
市 

庚
申 

 

堂
厄
神
社
春
季
祭 

キ
リ
コ
担
ぎ
出
し 

 
 

担
ぎ
手
募
集 

東
京
で
能
登
の
祭
り
を
や
ろ
う
会 

 

 
 

八
木
淳
成
会
長 

０
３
―
３
９
８
９
―
１
８
０
８ 

 

○
７
月
２
６
日
（
土
）
昼
頃
か
ら 

新
宿
・
ハ
イ
ア
ッ 

 

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京 

 

「
第
２
回
い
し
か
わ
百
万
石
の
集
い
」
谷
本
知
事
県 

 

 

政
報
告
、
交
流
広
場
、
郷
土
芸
能
ス
テ
ー
ジ
な
ど 

 

（
写
真
左
上
は
昨
年
の
「
百
万
石
の
集
い
」
の
一
風
景
、
中
央
は

東
京
珠
洲
会
笠
原
会
長
） 

写
真
左
下
は
、
映
画
ロ
ケ

で
使
用
さ
れ
た
木
ノ
浦

海
岸
の
舟
小
屋 

首
都
圏
の
ふ
る
さ
と
関
連
行
事 

４ 


